
地

球

節
二
十
:北
港

っ
て
は

∵
埋
骨
で
あ
る
∪
本
非
=
は
興
溢
水
州
南
北
田
解

の
令
状
に
別
ち

桃
内

の
村
紡

一
河
川

｡
山

崩

｡
牌
串
に
つ
き
て
簡
単
に
解
放
せ
る
も
の

で
北
ハ
の
政
は
多

-
な
い
が
'
こ
れ
た

よ
っ
て
も
略
装
古
地
名
の
柵
戊

の

大
略
を
嬉
･で
｣
と
が
的
氷
る
｡
問
に
川
知
の
一
般
地
名
の
琴
晋
を
弊
げ

る
と
山
=
オ
I
Iフ
'
山
僻
=
ダ
バ
'
山
崎
=
ハ
ダ
､
河
=
ゴ
ル
､
江
=

ム
ル
ン
､
淡

=
ホ

シ
m
.
伯
=
エ
ー
ラ
､
榊
=
ス
ム
'
湖
沼
=
ノ
ー
ル

で
あ
る
｡
(
申
村
)

0

大

場

地

理

拳

骨

論

文

集

慧

輯

火
琵

琶

骨
潤

前
板
≡

ニ
s
L
T
許

束
京
古
今
啓
院
毅
布

十
坤
十
二
月

光
悩
三
脚

二
〇
錦

我
園
地
朗
串
非

の
)
方
を
リ
ー
ド
し
っ
1
あ
る
大
獄
地
排
怨
骨
鈴
文

弘
は
井
の
節
五
稗
を
公
に
し
て
多
-
の
力
作

を
載
せ
て
蹴
る
｡
人
文
各

縄
の
方
術
に
亘
っ
た
論
文
の
苑
成
で
あ
る
か
ら
池
波
す
る
の
に
銘
分
が

拘

っ
て
容
易
で
あ
る
｡
下
紀
の
寅
が
論
文
の
外
に
大
骨

の
誹
幌
要
旨
及

び
折
光
輝
衣
食

の
概
婆
七
十
功
が
附
瀧
さ
れ
て
ゐ
て
新
進
壌
従

の
成
果

を
妓
ふ
に
布
令
が
よ
い
.
e
l
l
L
嗣
糾
者

の
嬰
旨
に
手
を
入

れ

る

こ
と

が
川
水
な

い
侶
め
か
静
文
の
ガ
に
==
て
ゐ
る
も

の
も

諦
文
雄
妨
五
時

に
鴇
繊
さ
れ
る
符
で
あ
る
な
ど
と
印
刷
し
て
あ
る
の
は
‖
ざ
は
り
で
あ

る
｡
rN
)

砂

=

i
ニ

研
州
砧
人
の
内
地
川
接
に
就

い
て

村
上
節
太
郎

申
洩
地
方
に
於
け
る
水
稲
北
蛸
の
地
域
紙

村

木

光

雄

拭
七
火
-

;
所
柄
酎
肘

の
地
私
邸
的
研
究
(
こ

両

日
伐

仙術

･阿
細
川‥滞
附
._tJ
に
於
け
る
仙
北
邪
の
地
域
性

窮
三
敗

位

封

水
詩
i

｣

成

徳

内

川

光

一

‖

中

将
甜

ニ
p
O

八
二

九
舶
平
野
に
於
け
る
紡
慨
の
地
別
解
的
研
究

城
下
町
樽
格
の
地
政
邸
的
研
究
(
特
に
JH川
崎
)

武
波
野

の
計
誠
的
開
拓

の
一
例
(下
)

我
が
閥
に
放
け
る
地
仇
的
南
北
他
(第

1
琳
)

..Il,l
ll
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･
I
■
こ
L
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■
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1JIIII_

･雑

報

0
但

馬

に

激

け

る

｢
屋

切

り

造

｣
家

屋

等

鵬
は
他
端
幽
弟

分郡
小
代
村
紳
場
上
3.5
長
椅
氏
の
家
尾
で
あ
っ
て
､
よじ
は
側
:N阿
､
下
は

拡
両
で
あ
る
.
但
梅
山
間
に
放
け
る
袈
衆

の
蒜

式
で
あ
る
O
切
姿

の
軸

柄
端
に
輝
き
川
し
が
な
-
て
､
防
火
壁

の
如
-
頗
上
に
焚
き
出
し
､
小

屋
根
を
以
て
之
を
発
き

淋
敦
を
胞

(
/

衣
発
煙

の
柿
造
と
よ
-
調
和
を

保
た
せ
て
あ
る
｡

こ
の
壁
を

｢
屋
切
り
｣
と
呼
び
'
元
木
､
火
よ
け
即

ち
防
火
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
る

.J
柄
治
で
あ
っ
て
p
骨

て
民
家
史
の

著
番
藤
川
丈
騎
士
も
述
べ
て
ゐ
る
｡
銘
重

の
如
-

｢
前
座
切
り
L
も
あ

れ
ば

｢
仲
尾
切
り
L
も
あ
る
｡
同
村
水
間
､
問
同
率
之
助
氏

(
鋭
､
小

代
村
長
)
屯
は
家
の
.i
方
に
だ
け
隣
家

の
あ
る
鵬
係
上
､
片
頗
切
り
で

あ
る
.
屈
切
り
の
両
側
を
｢
袖
L
と
呼
び
'
そ
の
内
川
に
は

｢
耐
｣
｢
藩

｣

｢
水
｣
等

の
文
字
､
叉
は
｢
紘
L
｢
柚
L
｢
砲
｣
｢
披
LJ
等

の
給
米
を
洗

い
て

あ
る
0
入
念
の
家
屋
は
余
部
白
蟻
を
故

リ
､
尿
切
り
の
上
中
は
焼
枚
を

以
て
風
雨
に
耐
え
る
棟
に
造
っ
て
あ
る
(
お
尻
参
柑
…)O

僻
切
り
瞳

の
家
屋
は
大
槻

1
却
終
に

fi
I

二
戸
に
限
ら
れ
..
戟
-
近

を
秋
-
部
落

も
あ
る
｡

こ
れ
は
雄
築
北
川
の
胸
僻
と
階
級
怒
純
と
の
細



俸
ら
し
い
｡
象
っ
て

r
員
匂
-
義

J
は
亀今
で
は
雷
に
防
火
の
義
絶
A
l

失
っ
て
'
山
間
の
電
離
に
鎗
け
さ

義
家
'有
力
穀
な
る
と
示
す

一
養
徽

と
な
っ
て
ゐ
rO
｡

耳
鼻

の
東
岸
は
真
尊
さ
三
離
濃
･a
で
あ
る
｡
小

代
材
に
は
六
-
･
七
戸

の

三
糖寮
が
あ

っ
て
'
二
戸
は
義
館
で
'
他
は

民

家
で
あ
る
｡
民
家
C

､
多
-
は
茅
発
き
崖
楓
と

r
榛
換

(
L
L
L
Jも
の
で
あ
る
｡
茅
葺
き
京
員

の
塵
畿
轟

の
尊
且
は
俗
に

｢
あ
ま
だ

L
と
呼
び
て
幕
､
冬
季
に
於
け
る

侃
嶋
に
掛
け
d
長
句
中
濃
の
家
屋

上
{
は
嶋
青
､
下
竃
は
正
爾
'
焦
打
徽
影

牛

○
鱒
鱒
(
鷺

雷

)
'
又

は
書
手

○
鶴
舞

(
わ

E,
卓
･
t
h
,
古
)

な
ど

O

t

●
義

に
鋼
.月
し

て
)言

｡

轟

I

K

r
隷
集

へ
J
す

れ
ば
員
雛

○
儀
徽

A
J義

に
'
静

に

T
な
さ
鳥
韓
J

と
な
ー
､
天
井

が
賃
-

な

っ
て
･
あ
ー

だ
〇
割
月
不
可
義
.蒜

も
ti
L故
に
'
自
家
の
鵡
食
に
ま
か
せ
て
'
義
食

に
少
し
-
義
-
し
て
､
鋼
月
に
集
な
ら
し
め
る
鞭
に
し
た
も
の
が
こ
の

濃
C
tIi

寮
員
て

こ
の
静
定
で
は
必
ず
し
も
養
薫
に
綱
用
し
て
は
幹

ら
ぬ
｡
鴨
に
'
*
鴨
義
瞥
五
大
二
義
鶴
義
の
義
貞
と
典
な
さ
鮎
は
故
蝿

(
大
農
線
上
の
小
農
韓
'
喪
雛
抜
き
)
の
甚
だ
小
我
韓
な
N>鮎
fJ
あ
っ
て

漸
-
鐘
均
し
〇
月
と
な
し
て
居
JO
に
遇
ぎ
ぬ
｡
小
代
材

Q
TTi

豪
農
､

又
は
叡
尊
の
員
句
中
鵡

+(
ニ
t
蒙
塵
J
も
Jb
)
は
相
野
氏
分
義

の
玉
韓

の
■
式
中
嬢
集

の
鷹
田
は
胃
わ
に
も
似
'
彩
義
は
何
れ
に
も
似
ず
､
少

な
-
と
_
嬢
築
義
式
外
義
に
於
て
は

]
鴨
鴨
虞
の
載
式
で
も
i
｡

(上

油
粛
夷
嶋
徽
)

o

霊

室

の

大

量

に
戴

て

大
吉

蓋

の
星

で
･
内
嶋
.鞠
鱒
■t

儀
鋼
に
野
生
し
て
ゐ
i
r
J
マ
メ
J
･又
は
ツ
ル
▼
メ
と
い
ふ
瓜
が
モ
の

雷
韓
で
も
ら
う
と
い
は
れ
pO
'
丑
又
は
叢
と
い
ふ
爽
最
の
線
名
で
あ
.0

.が
東
灘
で
は

大
王
章
一大
山
手
薄
-九
月
禾
レ之
(本
草
綱
目
)と
い
っ
て

ゐ
.る
け
れ
ど
1
.
モ
れ
.iL果
し
て
衆
嶋
の
今
月
い
ふ
薪
の
大
玉
と
縄
に

書
†
杏
や
不
嘱
で
も
も
｡
象
)[で
は
嶋
代
に
俸
食
韓
Li
Lも
授
か
っ
た
も

の
fJt
▼
メ
と
き
(
い
(
ば
豪
も
に
そ
れ
ば
大
量
?
あ
っ
て
'
嶋
王
で

も
な
く

鷺
王
で
一
'
さ
ゝ
げ
f11
な
い
｡
白
鍵
に
自
大
五
七
寺
し
て

･0
て
青
五
十
鼻
王
は
集
貞
義
と
心
静
･?
糧
に
蝿
韓
fJも
d
｡
最
古
に
こ

の
大
王
は
徽
兼
fJ仕
十
九
義
鐘
t
で
獅
J
ず
t
l
八
七
三
年
義
{
ケ
ヰ

]g[l

<
tll

;.･'-.′L



地

球

節
二
十
沈
潜

I
y
の
前
脚
博
兜
令
に
日
立
か
ら
川
口糾
さ
れ
て
初
め
て
し
ら
れ
､

tL
九

〇
七
年
枯
糾

っ
た
輸
的
が
あ
っ
た
｡
そ
の
後
撤
洲
で
大
東
栽
概
に
菅
心

し
た
が
ど
う

も
L-･4'ふ
や
う
に
出
水
な

い
｡
大
域
後
ま
す
-

～
宜
の
輸
入

を
加

(
二

九
三
二
叫
に
は
弼
泡

へ
甘
十
大
餌
噸
'
丁
稚

〓

1十
三
瀦
岬

イ
ギ
リ
ス
(
十
六
瀬
棚
'梯
閲

へ
一
鵜
飼
千
噺
を
入
荷
し
た
の
で
あ
る
｡

米
閥

(
大
豆
が
滋
初
に
傭
人
さ
IkJ
Iた
の
は

1
八
〇
四
年
で
あ
る
が
､

.i
九
〇
八
年
以
後
熱
心
に
研
究
さ
れ
､
滋
初
は
飼
料
用
と
し
て
今
日
で

は
手
放
目
的

の
栽
析
と
な
っ
て
概
略

二
甘
舵

エ
ー
カ
ー
の
栽
培
反
別
と

な
り
t

1.
九
三

一
坤
に
米
国
か
ら
の
封
倣
碑
川
大
京

は
浦
洲
を
姥
ぐ
程

に
な
っ
た
｡

つ
ま
り
救
日
立
鵜
北
ハ曲

の
大
政
と
し
て
米
蹄

の
火
蕊

が
硯

ほ
れ
た
も
の

と

い
(
る
｡
今
米
財

の
最
近

の
報
舘
を
み
る
と
t

.)
九
芋

五
年
釆
歯
大
五
紙
収
揮
発
は
作
付
而
稗

二
甘
二
十
大
端
暖
､
三
千
六
官

立
十
二
茄
七
千
ブ
ツ
セ
ル
の
多
き
に
上
っ
た
'
イ
リ
ノ
イ
ス
｡
ア
イ
オ

ワ
｡
イ
ン
デ
ア
ナ

･
･､､
ゾ
リ
ー

｡
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
が
主
産
地
で

イ
リ
ノ
イ
ス

.i
八
'
九
三
五
､
0
0
0

ブ
ッ
シ
ェ
ル

ア

イ

オ

ワ

六
'
六
三
三
'
0
0
0

イ
ン
デ
ア
ナ

就
､
二
七
〇
'
0
0
0

J"
ブ

リ

ィ

.i

.
六
二
二
'
0
0
0

北
カ
ロ
ラ
イ
ナ

二

二
三
二
､
0
0
0

で
あ
っ
て
､
オ
ハ
ィ
オ
｡
デ
ラ
ウ

エ
ア
｡
ゲ
ア
+,i
fL
ア
…

,
シ
ガ
ン
:
､

シ
シ
ツ
ピ
ー

｡
ル
イ
ジ
ア
ナ
‥
ア
ホ
シ
ィ

｡
ア
ラ
バ

マ
等

こ
れ
に
つ
ぎ

中
火
部

の
平
城
に
つ
-
ら
九
も

｡

か
-
て
･糾
断
す
る
問
に
紫
紺
大
.Lg
は
歌
仙柵
洲
や
朝
鮮

の
大
赦

と
な
つ

節
三
雛

二
竺

八
開

て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
｡
し
か
し
ポ
ー
デ
イ
ツ
チ
氏

の
舵
に
よ
る
と
猟
鞄

で
大
玉
の
蚤
白
質

の
骨
盤
を
計
卦
す
る
と
､
沸
固
大
京
は
二
義

-

三
六

%

の
敬
白
食
材
親
で
あ
る
の
に
射
し
､
浦
洲
大
京
は
三
六
-

三

八%
で

あ
る
か
ら
僧
侶
が
荷

い
｡
朝
鮮
大
宜
は
､
水
原
虚
番
試
験

場
で
し
ら
ぺ

あ
と
三
八
-
四
五
好
に
珪
し
こ
1
で
も
蚤
白
骨
有
紫
に
於

で
勝
る
と

い

ふ
蔀
で
あ

る
｡

大
玉
は
費
目

の
外
に
油
が
あ
る
が
叔
虻

の
吉
林
省
和
合
に
よ
る
と
公

･試
朝
虚
審
訊
職
場
で
改
良
し
た
大
宜
按

｢
米
審
珠
L
と

い
ひ
品
柄
大
粒

で
､
草
地
に
弧
-
氷
水
縄
に
比
し
て

1
割
乃
至
五
割

の
樹
状
と
な
り
油

合
有
盤
は

一
㌧
五
乃
至
五
%

の
相
加
で
あ
る
｡
且
つ
著
し
-
早
熟
で
あ
る

と

い
ふ
か
ら
､
火
に
そ
の
栽
培
に
努
力
す
る
と
き
-
が
如
き
は
何
よ
り

も
う
九
.し

い
｡
バ
イ
パ
ー
氏
の
計
井
で
は
来
園
大
豆
は
蚤
日
成
三
〇
1

1
0
%
'
将
帥

1
ニ
ー

二
四
%
と
な
っ
て
ゐ
る
O

大
豆
は
こ
の
肋
で

前
鵬
･資
料
甘
リ
ノ
リ
ウ
ム
｡
印
刷
イ
ン
キ
｡
防
水
用

の
油
､
又
は
グ
リ
セ
リ
ン
･
火
鍵

｡
セ
ル
ロ
イ
ド
と
も
な
り
'
サ
ラ
ダ
オ

イ
ル
｡
人
造
パ
タ
ー
｡乳
共
｡
粉
･～
ル
ク
･
n
ン
デ
ン
ス
,,､
ル
ク
･
n
I
ヒ

-
代
用
晶
尊
に
も
な
る
も

の
で
米
系
な
穀
物
で
あ
る
'
し
か
も
大
豆
と

栄
と
は
失
脚
大
柳
よ
り
授
か
っ
た
米
漉
憶

1
の
数
淑
で
あ
る
の
に
P.
そ

の
お
株
を
米
歯
に
奪
は
れ
ん
と
す
る
に
至
っ
て
は
心
外
で
は
な

い
か
O

政
後
に
内
地

の
大
豆
は
尿
常
八
斗
六
升
で
あ
る
が
朝
鮮
搬
洲
は
尿
常

五
斗
大
升
に
す
ぎ
な

い
｡
か
う
し
た
こ
と
も
せ
せ
窄

(
て
､
こ
の
固
賓

的
施
誠

の
穀
物
を
盛
ん
に

折
乾
し
､
姉
妹
は
大
東
と
し
て
輸
出

す
る
の

で
は
な
-
他

の
完
成
nM
と
し
て
輪
川
し
た

い
｡
ま

た
さ
う

い
ふ
風
に
努

力
す
べ
き
で
あ
る
と
孝

(
る
｡

鷲

-
嘗

亨̀
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